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生産l乙励み 包ド*'
豊かな家庭と郷土を築く。

新時代にふさわしい技術を身lζづける。 ι 

たえず経営研究lζ励み合理化につとめる。
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市の人口 (10月 1日)

人口 38.526人
男 18.353人女

世帯数 10.504世帯

面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市 役 所

編集企画広 報 課

20.173人

(1) 

3期
3期議会;暴綾毅議議

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
(
敬
格
略
)

(
玄
洲
市
長
表
彰
)

O
老
人
福
祉
功
労
者

中
村
コ
テ
フ
、
沖
田
米
生
、
上
回

惣
太
郎

O
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

第
二
肱
南
長
寿
会
、
南
久
米
松
寿

会

計

量

器

の

定

期

検

査

を

次

の

日

程

で

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
玉
井
一
人
福
祉
功
労
者
ゃ
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
ま
た
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
一

O
ね
た
き
り
老
人
看
一
護
優
良
一
婦
人
一
行
い
ま
す
。

議
会
長
)
主
催
の
「
第
十
二
回
大
洲
一
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
再
で
最
高
一
は
、
市
内
握
手
五
歳
以
上
完
全
一
富
士
ト
ラ
ヨ
、
寒
波
子
、
山
岡
一
商
品
取
り
引
き
に
富
さ
れ
る
計
量

市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
は
九
月
十
九
日
一
齢
者
の
矢
野

Y
Zさ

ん

(

亘

歳

)

一

塁

、

ま

と

乙

ろ

銀

行

霊

堂

ら

手

一

信

子

、

一

器

は

す

べ

て

検

査

を

受

け

て

く

だ

さ

い

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
市
内
の
老
一
と
、
今
年
主
宰
迎
え
る
佐
貢
夕
子
コ
一
さ
げ
カ
バ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一
(
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
持
表
彰
一
と
の
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器
を
、

人
約
八
百
五
十
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
一
さ
ん
(
八
十
八
歳
)
外
四
十
二
人
の
方
一
続
い
て
、
県
立
農
利
医
学
セ
ン
タ
ー
一
)
一
商
品
の
取
り
引
き
に
使
用
す
る
と
、
法

ま
し
た
。
一
に
、
村
上
市
長
か
ら
お
祝
の
記
念
品
が
一
杏
見
出
血
行
缶
詰
記
念
講
演
が
あ
り
そ
一

O
老
人
福
祉
功
労
者
一
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

大
会
は
会
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
者
一
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一
の
あ
と
全
体
会
で
老
人
・
ク
ラ
ブ
代
表
に
一
松
本
年
允
一
ま
す
。

よ
る
、
活
動
報
告
や
、
意
見
発
表
が
行
一

O
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
一
検
査
手
数
斜
は
一
個
、
五
円
か
ら
こ

わ
れ
、
最
後
に
「
老
人
ク
ラ
プ
活
動
強
一
市
木
千
歳
会
一
吉
田
十
円
で
す
。

化
の
た
め
国
庫
罰
金
の
増
額
要
望
」
一
(
大
洲
市
老
人
ク
ラ
プ
要
口
会
長
表
一
語
、
十
一
月
二
十
百
、
旧
大
洲

な
ど
五
項
目
を
決
議
レ
て
大
会
を
盛
会
一
彰
)
一
公
会
堂
で
は
、
体
埠
訂
の
検
査
を
無
糾

の
う
ち
に
終
了
レ
ま
レ
た
。
一

O
老
人
一
福
祉
及
び
ク
一
フ
プ
功
労
者
一
で
行
い
ま
ず
か
ら
ご
家
庭
の
体
掴
立
引
を

午
後
は
、
喜
多
プ
(
代
表
者
菅
一
仰
谷
善
、
森
久
恵
、
藤
川
豊
、
一
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

野
一
福
衛
-
、
舞
踊
ク
一
フ
プ
{
代
表
者
一
伸
一
上
野
伝
、
平
田
盟
国
、
主
蓋
霊

中
サ
カ
ヱ
)
そ
れ
に
老
人
ク
ラ
ブ
員
も
一
郎
、

参
加
し
て
演
さ
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一

隻
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文
化
の
日
に

第
十
三
回
大
洲
市
文
化
展

教
育
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
恒
一
と
と
ろ
中
央
公
民
館

岡
の
大
洲
市
文
化
展
を
次
の
と
お
り
開
一
マ
音
楽
の
部

催

し

ま

す

。

一

合

唱

、

ピ

ア

ノ

、

軽

音

楽

、

ブ

ラ

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
と
来
館
く
だ
一
ス
パ
ン
ド
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ッ
ク
、

さ

い

。

一

響

曲

、

詩

吟

、

民

謡

、

マ

美

術

の

部

一

と

き

十

一

月

二

日

(

自

)

午

後

章

、

翼

賛

白

書

、

一

一

時

か

ら

(

護

憲

妻
、
彫
刻
工
芸
、
郷
土
襲
の
一
午
後
六
時
か
ら
(
邦
楽
の

一

部

、

ゃ

な

せ

埼

玉

郎

審

一

部

)

マ

文

芸

の

部

一

と

こ

ろ

市

民

会

館

大

ホ

l
ル

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
一
そ
の
他
詳
し
い
乙
と
は
、
大
刑
市
立

マ
小
中
児
童
生
徒
作
品
の
部
，
一
中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

と
き
十
一
月
二
日

1
四
日
一
ぃ
。

午
前
九
時

i
午
後
五
時

品
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
電
話
相
談
コ

1
ナ
一
今
年
も
と
の
「
税
を
知
る
週
間
」
に
、

l
、
ク
D
l
ニ
シ
グ
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
一
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す

体
力
コ
ー
ナ
ー
、
血
被
検
査
コ
ー
ナ
ー
一
乙
の
「
週
間
」
を
機
会
に
、
皆
さ
ん

な
ど
を
設
け
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
一
が
生
活
の
知
恵
と
し
て
、
税
に
関
心
を

苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
持
っ
て

E
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

合
理
的
な
消
費
生
活
を
す
る
た
め
に
一
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
と
来
場
く
だ
さ
一
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
と
意
見
や
む
要

ぃ

。

一

望

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

と

き

十

一

月

六

日

、

七

日

一

大

削

税

務

箸

九
時
半
1
十
七
時
半

と
こ
ろ
大
淵
市
民
会
館

日 程

月日 時間 検査場所 月日 時間 検査場所

P40 主忌 上須戒連絡所 " 13時14t時 蔵川中学校

" 
13時~ 八多喜連絡所 17 11時12竺時 南久米連絡所

16時

11 11時12~時 三善連絡所 " 13時16~時 平野連絡所

" 
13時 ~ 菅国連絡所 18 11時16'-時 大洲市民会館

16時

12 11時12~時 柳 沢 連 絡 所 19 11時16~時 中村公会堂|

1/ 
13時~ 回処公民館 20 11時16七時 喜多小学校

14時

13 11時15~時 新谷連絡所 21 11時16~時 旧大洲公会堂

14 11時12~時 大成中学校

税
を
知
る
週
間

口
月
刊
日
か
ら
日
月
日
日

タ
バ
コ
は

市

内買
い
ま
し
ょ
う

で

連帯保証人 2人が必要です。
地区の民生委員さんの同意が必要です。

計量器定期検査

毎
月
の
給
料
か
ら
納
め
て
い
る
税
金

ゃ
、
ビ
ー
ル
代
の
申
に
含
ま
れ
て
い
る

税
金
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
税
金

と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
一

日
通
る
道
路
や
公
園
、
教
育
あ
る
い
は
一
愛
媛
県
で
は
、
県
民
生
活
の
安
定
と

社
会
福
祉
な
ど
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
一
福
祉
の
増
進
を
閏
的
と
し
て
「
生
活
安

金
は
あ
ら
ゆ
る
と
と
ろ
に
使
わ
れ
て
い
一
定
福
祉
裏
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま

す

。

一

と

の

基

金

は

所

得

の

少

な

い

人

(

市

妊

産

婦

及

び

乳

幼

児

で

す

。

一

五

、

支

給

決

定

一

六

、

そ

の

ほ

か

、

詳

し

い

と

と

は

保

険

一

一

一

一

一

税

金

は

、

私

た

ち

が

生

活

の

向

上

と

一

日

間

税

を

課

税

さ

れ

て

い

な

い

程

度

の

人

一

.

支

給

基

準

量

一

支

給

を

決

定

し

た

と

き

は

、

受

給

一

衛

生

課

、

連

絡

所

又

は

各

地

区

の

母

一

一

牛
乳
竺
人
一
旦
本
、
撃
の
一
券
を
交
付
し
ま
す
。
受
給
券
を
委
託
一
子
保
健
推
進
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
一
安
定
を
願
う
限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
一
)
を
対
象
に
、

一

一

一

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

社

会

共

通

の

経

一

l

一
時
的
な
生
活
に
必
要
な
資
金

場

合

は

一

人

一

日

三

十

グ

ラ

ム

で

す

一

業

者

へ

持

参

し

て

現

物

を

受

領

す

る

一

だ

さ

い

。

一

一

ニ

、

支

給

期

間

一

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。

一

五

で

あ

り

、

乙

れ

を

単

に

義

務

と

し

て

一

2

負
傷
や
病
気
の
療
養
に
必
要
な
資

妊
婦
は
六
か
月
間
、
産
婦
は
三
か
一

1

1

1

1

1

1

ト
1

1

1

1

1

1

一
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
、
税
金
の
一
金

月

間

乳

幼

児

は

装

四

か

月

か

ら

一

一

使

い

み

ち

字

詰

る

必

要

が

あ

る

の

一

3

災
害
復
旧
に
必
要
な
資
金
と
し

母

子

保

健

の

う

え

か

ら

、

妊

控

室

一

足

す

る

場

合

な

ど

に

こ

の

制

度

量

一

む

時

間

し

ま

す

。

一

市

考

え

る

消

費

者

展

一

で

訪

日

計

十

み

や

、

は

一

て

認

訴

野

口

;

は

、

市

び

乳

幼

児

に

対

話

、

栄

養

の

強

化

を

一

し

て

く

だ

さ

い

。

一

母

子

栄

養

食

品

の

支

給

を

希

望

さ

一

一

た

ら

き

に

つ

い

て

、

皆

さ

ん

に

よ

く

叩

一

課

事

務

所

へ

申

し

込

み

を

し

て

く

だ

凶
る
た
め
牛
乳
メ
は
粉
乳
を
申
請
に
基
一
一
、
支
給
対
象
者
一
れ
る
妊
産
婦
、
又
は
乳
幼
児
の
保
護
一
節
約
時
代
を
反
映
し
た
「
官
の
く
一
を
考
え
る
妥
ア
1
マ
に
、
展
示
コ
;
一
っ
て
い
た
だ
ζ
う
と
、
国
税
局
を
は
b
一
さ
い
。

づ
い
て
震
で
支
給
す
る
制
度
で
す
。
一
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
世
帯
、
一
者
は
、
市
役
所
保
険
衛
生
費
量
一
ら
レ
を
考
え
る
消
費
者
民
」
表
の
と
一
ナ
l
、
苦
情
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
電
気
製
一
め
、
税
務
署
、
税
理
士
会
な
ど
で
は
、
貸
付
の
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
赤
ち
ur

ん
を
健
や
か
に
育
て
一
当
該
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
及
一
絡
所
へ
母
子
手
帳
及
び
印
鑑
を
持
参
一
お
り
開
催
し
ま
す
。

る
に
は
母
乳
が
一
議
で
す
。
母
乳
が
不
一
び
前
年
度
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
一
し
て
支
給
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
乙
の
消
費
者
震
は
ヂ
明
百
の
く
ら
し

ンワ-フ点ノ
'
Vい肱

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ
(2) 

母
子
栄
養
食
品
支
給
に
つ
い
て

子や孫たちに、ふるさとのよさを伝えようと、恒例の商工ま

つりを次のとおり行います。みなさんのご参加並びKご協力を

お願いいたします。

所

市民会館前

市内、郡内
ほか

商工会議所

|場事

市内

市民会館

肱北グラウンド

市民会館ほか

市内

市民会館

大掛|南中学校
ほカ〉
中央公民館

商庖宣伝車ノfレード

開幕式

高校プラスパンド
小学校鼓笛隊パレード

つつじまつり写真展
納税ポスター展

植木展

えひめの太鼓まつり

大洲市スポーツ祭

展花

行

菊

日

10.29-11.419.00-

間

13.00-

11.00-

時

10.30 

11. 1 

月

子どもみ乙し

祭楽点
目

// 

9.00-

/1 

8.30-

12.00-

13.00-

1/ 

1/ 

11.1-4 

1/ 

11.1-5 

11.2 

/1 

1/ 

祭化文9.00-11.2-4 

たば乙会館

福

祉

手

当

在
宅
重
度
障
害
者
に

市内おねり

乙
の
度
、
在
宅
重
度
障
害
者
に
対
す
一
直
接
重
度
障
害
者
本
人
に
支
給

る
福
祉
手
当
が
創
設
さ
れ
、
本
年
十
月
一
さ
れ
ま
す
。

一
日
か
ら
適
用
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
一
支
給
月
:
一
月
、
五
月
、
九
月
の
年

り
ま
レ
た
。
次
の
支
給
嬰
件
に
該
当
さ
一
三
回
で
あ
り
、
前
月
分
ま
で
の
凹

れ
る
方
は
、
お
早
め
に
認
定
の
請
求
手
一
か
月
分
が
ま
と
め
て
支
給
さ
れ

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ま
す
。
昭
和
五
十
年
度
に
つ
い
て

支
給
要
件
精
神
又
は
身
体
に
重
度
一
は
、
十
月
か
ら
十
一
肩
ま
で
の
三

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
一
か
月
分
が
昭
和
五
十
一
年
一
月
に

い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
一
支
給
さ
れ
ま
す
。

の
状
態
に
あ
る
日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
一
手
続
き
:
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い
在
宅
の
障
一
ま
で
田
鑑
と
手
帳
(
身
障
手
帳
所

害
者
、
又
は
廃
疾
を
支
給
事
由
と
す
る
一
持
者
)
を
む
持
参
く
だ
さ
い
。
た

他
の
制
度
に
よ
る
給
付
を
受
砂
て
い
な
一
ぉ
、
認
定
診
断
書
を
提
出
し
て
い

い
障
害
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
一
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
い
ず
れ
も
所
得
制
限
か
あ
り
一
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉
事
務
所

ま

す

。

一

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

手
当
額
i
一
人
に
つ
き
月
額
四
干
円
電
話
四
l
一
一
一
一
一
番

親善将棋大会

八幡神社御輿渡御

ふるさとの芸能競演大会

親善ゴルフ大会

9.00-

10.00-

11.00-

19.00-

11.3 

1/ 

1/ 

11.6 

生
活
安
定
福
祉
基
金

を
貸
付

法

年賦・半年賦・月賦の

方

適当な方法

i塞イ賞資金名|金

。。



(2) 

国

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

知
法
寺
川
原
の
ム
ク
ロ
ジ

所

有

国

大
洲
市
柚
木
、
如
法
寺
川
原
の
上
で
、
根
回
り
六
・
九
メ
ー
ト
ル
、
回

流
肱
川
の
水
面
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
通
り
周
囲
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十

ら
い
惇
上
の
と
こ
ろ
に
あ
る
孤
立
木
七
メ
ー
ト
ル
、
校
の
長
さ
は
東
西
へ

約
九
メ
ー
ト
ル
、
南
へ
九
メ
ー
ト
ル
一
こ
の
ほ
ど
営
業
運
転
に
入
り
ま
レ
た
。
一
ま
す
。
一
毎
日

8
時
学
5
げ
時

花
へ
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
樹
で
一
建
設
中
は
地
元
の
皆
さ
ま
の
と
理
解
と
一
最
近
、
ピ
ル
に
よ
る
電
波
障
害
が
増
一
た
だ
し
、
土
隠
日
は
8
時
半
ー

す
。
一
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
一
加
し
て
い
ま
す
。
ピ
ル
の
陰
に
な
ゥ
て
一
辺
時
、
目
曜
、
祝
日
は
休
み

樹
勢
は
、
ま
だ
ま
だ
盛
ん
で
毎
年
一
ま
す
。
一
電
波
か
弱
め
ら
れ
た
り
、
ピ
ル
の
反
射
一
ま
す
。

結
実
し
て
い
ま
す
。
肱
川
を
三
百
余
一
〔
建
設
の
目
的
〕
一
に
よ
っ
て
画
面
が
二
重
に
映
っ
た
り
す
一
市
福
祉
事
務
所

年
も
の
間
し
ず
か
に
眺
め
て
い
る
姿
一
塁
間
予
地
区
議
官
、
車
予
一
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
行
騒
音

は
、
ま
さ
に
王
者
の
観
を
呈
レ
三
の
電
源
地
よ
り
送
電
線
で
供
給
さ
れ
て
一
そ
の
ほ
か
、
電
波
障
害
に
は
ア
マ
チ
一
毎
日

9
時
i
m時

一

一

ュ

ア

無

線

や

市

民

ラ

ジ

方

の

無

線

局

に

一

た

だ

し

、

月

曜

日

は

休

み

ま

す

す

。

一

い

ま

し

た

が

、

最

近

の

南

予

地

区

の

需

一

一

月

一

で

き

る

保

険

斜

は

、

昭

和

三

土

ハ

年

四

一

月

か

ら

国

民

年

金

に

当

然

加

入

し

な

け

一

何

度

か

の

台

風

に

よ

っ

て

、

枝

の

一

要

増

加

は

大

き

く

、

既

設

の

送

電

線

で

一

よ

る

遺

障

害

、

自

動

車

、

送

配

電

線

一

市

民

会

館

・

一

月

か

ら

昭

和

四

十

八

年

三

月

ま

で

の

間

一

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

に

、

加

入

も

れ

一

関

納

付

は

、

一

括

ま

と

め

て

納

め

悲

折

れ

て

い

ま

す

が

、

折

れ

口

か

一

議

路

重

宝

不

足

と

よ

り

、

供

警

官

電

気

製

品

な

ど

か

ら

の

雑

音

障

一

年
一
国
塁
金
の
保
険
語
、
納
め
忘
れ
一
の
分
で
国
塁
金
に
当
然
加
入
し
な
防
一
と
な
っ
て
い
る
場
ム

2の
方

は

現

在

一

る

こ

と

も

、

ま

た

分

割

し

て

納

め

る

乙

ら

新

レ

い

芽

が

無

数

に

出

て

、

い

っ

一

頼

度

も

低

く

れ

給

限

界

ド

き

て

お

り

、

一

害

等

が

あ

り

ま

す

。

一

日

三

山

々

山

τ起
立

与

寸

な

1
;
5百寸
「

い

主

立

と

詰

?

の

+

二

月

六

叶

F
R
i
tま
一

詩

同

信

時

間

石

持

館

時

制

一

休

日

の

急

悔

縫

い

一

が

で

き

ま

せ

ん

。

一

納

め

る

保

険

斜

語

、

一

か

月

に

つ

一

り

、

七

十

歳

か

ら

の

老

齢

福

基

金

も

一

末

ま

で

で

す

か

ら

、

あ

と

一

一

か

月

余

り

ム

ク

ロ

ジ

は

、

大

洲

市

内

と

こ

ろ

一

め

の

書

室

電

線

の

題

意

必

要

と

一

談

く

だ

さ

い

。

一

日

月

初

日

申

書

院

④

4
5
5
1

一
国
民
年
金
の
「
老
齢
年
金
」
を
受
け
一
き
九
百
円
で
、
納
付
期
限
は
、
今
年
の
す
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
Q

一

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

分

割

宮

困

難

ど

乙

ろ

に

産

し

て

い

ま

す

が

、

章

一

一

一

日

月

2
日

ヂ

昭

一

駐

日

時

日

目

立

十

二

月

末

ま

で

と

な

っ

て

い

ま

す

0
7ゴ
の

吋

は

量

一

壬

ハ

一

向

日

朝

日

町

れ

は

司

町

長

ui一

転

制

要

〕

一

小

型

船

舶

一

;

日

ヂ

庁

.

い

る

年

数

が

、

年

齢

に

応

じ

て

十

年

か

一

加

入

も

れ

の

方

で

も

一

年

四

月

』

さ

カ

の

l

っ

て

、

国

民

年

金

一

せ

く

だ

さ

い

。

に

量

り

周

四

・

八

メ

ー

ト

ル

、

高

一

所

在

地

一

操

縦

士

試

験

の

一

…

日

υ

い

ら

二

十

五

年

必

要

で

す

。

了

ま

E
ら
間
に
合
う
一
に
加
入
す
る
雲
市
役
更
し
て
、
十
一
利
引

l
叶

手

八

メ

ー

ト

ル

、

樹

君

盲

五

十

一

大

洲

市

富

支

障

二

六

八

一

お

知

ら

せ

一

と
の
年
数
に
不
足
す
る
と
、
年
金
が
一
，

b

y

一

年

間

の

侭

険

斜

十

万

八

手

円

を

納

め

る

一

;

l

:

{

l

一

敷

地

面

積

一

一

4

幻

自

ク

グ

受
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
乙
の
特
例
納
付
に
よ
っ
て
加
入
し
一
言
年
金
壱
受
け
る
痛
が
で
き
ま
一
吏
パ
ま

J
ょ

う

一

日

訪

日

目

訪

日

い

一

約

一

二

五

九

七

O
平

方

メ

l

ト

ル

!

日

語

世

話

料

方

自

…

…

れ

れ

れ

閥

抗

告

白

一

パ

刊

誌

記

醒

す

。

l

l

!

ト
l

l

l

一

同

門

ー

は

首

会

一

世

ン

ク

y
iト
善

一

階

建

、

延

一

必

要

で

す

。

一

診

療

時

間

午

前

8
時
半
i
午
後
品

震

を

定

め

て

、

さ

か

の

ぼ

っ

て

納

め

一

レ

て

年

金

を

受

け

る

権

利

を

得

る

こ

と

一

十

月

は

犬

一

幕

に

は

飼

い

主

の

氏

名

、

銃

L
一
一
、
一
七
一
・
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル
一
乙
の
免
許
喰
得
す
る
た
め
の
講
習
一
副
訓
訓
訓
訓
脚

医

院

れ

わ

れ

YJul--管
理

を

怠

る

と

河

川

を

汚

染

韓

日

一

語

諮

問

同

封

す

k
j
一

日

韓

日

目

立

幅

慣

と
の
誌
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
一
日
生
ま
れ
の
方
で
、
昭
和
一
一
一
土
ハ
亘
書
誌
の
向
上
に
せ
て
、
一
般
一
家
庭
の
水
産
所
の
普
及
が
進
ん
で
お
一
あ
な
た
の
浄
化
そ
う
が
、
環
境
汚
染
す
。
犬
の
正
一
O

犬
に
か
ま
れ
た
と
き
は
、
保
健
所
一
事
幹
線
一
面
線
一
お
り
行
わ
れ
ま
す
o

免
許
を
取
得
し
ょ
一
!
新
刊
図
書
案
内
!

lib--uujkniINHi--hjhj

一

り

ま

す

。

一

源

に

な

ら

な

い

よ

う

次

の

重

量

し

い

飼

い

方

一

ヘ

Eて
く
だ
さ
い
。
一
伊
方
章
一
一
寝
一
う
と
さ
れ
る
方
は
、
乙
の
協
会
を
ご
利
一
児
意
図
書
会
の
記
録
音
|
ズ

t
l
Jポ
l
ツ
な
お
、
参
加
申
レ
込
?
ド
し
い
一
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
し
尿
浄
化
そ
う
は
、
し
尿
を
衛
生
的
一
し
て
浄
化
そ
う
の
管
理
を
適
切
に
し
て
を
す
、
犬
一
O

み
ん
な
で
協
力
野
犬
を
な
く
し
ま
す
六
六
K
V送
電

線

一

用

く

T
さ

い

一

1
月
を
歩
い
た
二
時
間
十
五
分
(
相
島

号

、

必

乙

在

、

中

i

i

L

へi

l

-

-

一

一

べ

二

一

に

浄

化

し

て

放

流

す

る

文

化

的

な

設

備

一

く

だ

さ

い

。

に

よ

る

危

害

了

ょ

う

。

一

大

洲

八

幡

浜

線

一

一

寝

一

弓

き

十

一

月

三

日

か

ら

音

一

22へ
の
か
け
橋
(
相
憲
夫
)

f
;鍛

え

る

]

I

l

i

-

-

-

1

1

J

一

で

す

が

、

誤

っ

書

写

し

た

り

管

一

一

、

?

の

設

置

者

は

技

術

者

に

き

し

て

一

一

昭

霊

長

一

暴

一

間

一

3
い
し
ぶ
み
(
広
号
ア
レ
ビ
放
送
編
)

祭
V

と

と

も

に

、

一

一

ス

か

か

一

一

署

怠

る

と

十

分

な

浄

化

が

で

き

ず

、

一

よ

る

浄

化

そ

う

の

保

守

点

検

を

定

期

安

全

な

住

民

一

四

国

電

力

大

洲

一

四

国

電

力

大

洲

変

電

所

一

と

と

ろ

要

f
農
協
会
議
室
一
4
花
を
も
と
め
て
一
一
一

0
8キロ

石

戸

時

一

ず

ト

ル

工

か

一

詰

詳

し

信

一

町

長

凶

器

「

そ

呈

変

電

所

が

完

成

一

電

波

崎

ト

ヨ

動

一

」

日

き

L
U
L
U
H
1人

当

日

P

L
一

市

場

二

一

一

一

一

一

即

時

間

一

一

一

一

L
1
1守』
一

一

副

社

品

川

口

↑

一

一

早

川

市

訴

事

!

?

隠

れ

軒

目

斉

一

な

れ

A
の
目
立
は
は
市
役
一
一
間
以
前
世
界
一
一
一
昨

~hM7の
向
上
に
会
一
会
一
時
即
時
問
的
ル
臨
閥
的

t
z竺

一

一

域

一

三

四

一

一

幹

幹

部

九

時

一

JF一

諸

問

諮

問

引

退

一

軒

目

当

主

計

一

一

日

一

諸

問

一

日

提

訴

一

時

時

し

(

一

条

妻

)

一

肝

…

翌

日

正

石

刻

刻

矧

瑚

馴

馴

観

的

手

Z
N
M

一

一

っ

て

し

て

く

だ

さ

い

。

一

い

飼

い

5
一

I

l

l

i

-

-

1

1

1

一

へ

約

間

同

滝

川

河

ー

一

ー

さ

る

か

に

ぱ

な

し

(

岡

本

文

喜

一

閃

…

詰

日

一

引

釘

け

刈

刊

川

叶

山

叫

一

一

一

一

一

日

γ
一

ら

訪

れ

れ

山

江

戸

。

主

郵

便

貯

金

月

間

一

相

談

ご

と

案

内

一

討

誌

や

が

ま

日

町

長

-
E
r
と

お

り

開

催

目

一

一

軒

一

一

一

一

↑

主

主

↑

戒

↑

一

取

っ

て

、

玄

関

な

ど

見

や

す

い

所

へ

一

病

予

防

注

射

o

生

塗

一

一

か

月

以

上

の

一

一

交

通

事

籍

談

日

一

4
乙
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
説
書
)

-
J
し
ま
す

0
1
一

日

日

日

二

百

二

北

多

田

南

北

須

一

一

は

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

犬

を

写

っ

と

き

は

、

必

ず

年

一

回

の

一

日

月

1
日

か

ら

日

月

出

日

ま

で

一

日

月

昔

話

t
M時
一

5
か
ち
か
ち
ゃ
ま
(
望
史
)

旬

間

山

み

な

さ

ん

程

一

日

一

ヂ

M

M

M

M

N

，
N

M

M

M

U

一
一
一
一
肱
八
菅
肱
肱
上
二
=
一
、
そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
ζ

と

は

大

洲

一

登

録

と

宰

酉

の

注

射

を

レ

な

け

れ

一

一

月

初

日

ク

一

旦

一

一

ね

ん

ね

た

ろ

う

(

大

喜

)

~

舞

川

の

参

加

並

び

下

F

I

-

-

回

一

一

一

|

可

川

バ

引

引

二

車

又

は

市

役

所

保

書

課

へ

一

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

日

ご

ろ

併

さ

ま

か

ら

訪

問

い

た

だ

一

筈

の

防

止

、

皇

室

備

な

ど

公

一

大

洲

市

宮

一

皇

室

一

7
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
(
詩
ま
ち
こ

に
と
声
援
を
一
目
一
試
球
球
球
球
上
道
道
道
ト
ル
品
九
踊
球
一
一
一
話
一
…

m
w
加
制
叩
二
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
0

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
一
い
て
お
り
ま
す
郵
便
貯
金
は
、
明
治
八
一
共
事
業
等
に
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
着
替
一

8
し
た
き
り
す
ず
め
(
小
沢
正
)

お
願
い
し
ま
一
種
一
拾
空
庭
排
卓
除
剣
柔
弓
に
ポ
少
二
舞
蹴
一
一
一
一
ト
ト
ト
ト
ト
一
一
な
お
、
市
内
の
清
掃
許
可
業
者
は
上
一
ぅ
一
年
創
業
以
来
今
年
で
ち
ょ
う
ど
青
年
三
郵
政
事
は
十
月
百
か
畳
一
干
一
一
日
月
初
日
目
時
t
m時
一

9
は
な
ま
じ
い
さ
ん
(
竹
崎
有
斐
)

す
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1
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ス

ア

リ
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一

一

一

局

局

局

局

局

ニ

の

表

の

と

お

り

で

す
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一

O

放
し
飼
い
は
入
量
感
を
か
け
大
一
迎
え
ま
す
。
一
日
ま
で
の
プ
か
月
号
、
「
豊
か
な
く
一
旧
大
洲
会
会
関
社
会
福
祉
協
議
一

mう
ら
し
ま
た
ろ
う
(
間
一
容
さ

ホ
「
副

l
J
Tパ
1

4

I

l

l
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i

到

一

電

一

浜

浜

洲

洲

浜

一

一

1

1

1
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!

l

l

一

変

危

険

で

す
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一

郵

便

貯

金

は

一

世

紀

に

わ

た

り

、

国

?

っ

し

と

住

み

よ

い

社

会

を

つ

く

る

郵

便

一

会

事

務

室

一

児

童

入

門

百

科

土
。
「
勧
¥
海
町

/
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1川
日
U

し

L
長

長

大

大

長

一

一

市

民

献

血

の

日

一

0

放
し
飼
い
の
犬
は
野
犬
と
み
な
レ
一
民
生
活
再
着
し
て
経
済
生
活
の
安
定
一
塁
月
間
」
と
し
て
全
国
防
に
こ
の
運
一
室
ご
と
裏
目
一
1
人
形
の
作
り
方
(
小
園
王
子

家
苓
指
針
立

F
J
U
4
Y
E
1獄
叩

宮

話

一

毎

月

第

一

木

曜

日

一

て

詳

し

ま

す

o

一
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
な
が
ら
去
を
進
め
て
い
ま
す
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月
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日
日
時
t
M時
一
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哲

三

喜

多

喜

子

本
一
h
f
(
一

/
-
i
r
t
/

一

汗

刺

若

肝

一

一

献

血

で

、

主

菱

の

尺

い

の

ち

一

O

犬
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
芸
主
義
け
、
そ
の
貯
金
高
は
二
一
郵
便
貯
金
ぎ
の
よ
う
に
、
豊
か
な
一
日
月
刊
日
夕
一
1
折
り
紙
と
切
り
紙
(
高
橋
喜

一
J
L
J謝野
山

ー

は

巾

同

一

の

下

願

い

し

事
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三

時

詰

註

十

日

主

計

便

号

詰

誇

立

器

…

一

日

目

立

方

(

か

よ

告

、~
r
h
J伊、
l

宅
一
名
函
計
調
講
一
一
と
き
十
一
月
六
日
一
言
す
か
ら
、
大
洲
市
と
畜
場
へ
連
一
貯
金
と
レ
て
預
け
ら
れ
た
資
金
は
、
)
一
皆
さ
ま
の
震
の
ご
喜
ご
協
力
を
お
旧
大
開
会
者
社
会
福
祉
協
議
一

6
木

の

工

作

議

事

務

一

口

一

技

巧

一

時

一

坂

石

村

松

一

一

午

前

九

時

半

1
十
二
時
一
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
一
国
民
の
福
祉
増
進
に
関
係
夜
、
住
宅
一
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
事
務
室

7
模
型
の
作
り
方
(
手
害
事

以

機

川

ー

f
A
ノ叫円
1

5

日
円
「
協
上
中
青
一
一
と
こ
ろ
市
立
大
洲
病
院
前

O

飼

い

犬

の

表

示

一

の

建

設

を

は

じ

め

、

学

校

の

建

設

、

公

一

大

州

市

内

郵

便

局

一

家

庭

児

嚢

相

談

白

一

8
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
(
長
谷
喜
久
一

民

年

金

来
年
四
月
に
は
、
六
+
五
歳
に
な
る

の
で
、
五
月
か
ら
年
金
額
で
二
十
一
万

二
千
二
百
五
十
円
(
月
額
一
万
七
干
六

百
八
十
七
円
)
を
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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特
例
納
付
あ
と
市
日

納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
は
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特
例
納
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と
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